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１． はじめに 
低炭素社会の実現には，二酸化炭素排出の少ない

産業構造の構築が必要である．しかし，三重県内の

第二次産業は，二酸化炭素排出のみならず，原油価

格の高騰，新興国の躍進など様々な成長制約の影響

を受けている．そのため，これらの成長制約を逆に

新市場創出の機会ととらえる動き，いわゆる「ピン

チをチャンスに変える」発想で，環境・エネルギー

分野でのイノベーションの創生が期待される． 

中でも新エネルギー分野の産業化には，太陽電池

や燃料電池に代表される発電デバイスだけでなく，

それらを構成する機能性材料分野，またエネルギー

グリッドの一端を担うことが期待される次世代自動

車などが対象として考えられる． 

三重県工業研究所では，平成 14 年度から燃料電

池，太陽電池分野の研究を開始して以来，その後に

開始した二次電池，熱電変換技術などエネルギーに

関連する研究開発を実施 1)～20）してきた．  

そこで，当所が保有するエネルギー関連技術につ

いて，新たな技術探索，現有技術の高度化や実用的

な評価技術の蓄積を行うとともに，県内企業の新エ

ネルギー分野への展開を促進するためのネットワー

クの構築を目指し，本事業を推進した． 

 

２． 県内調査ヒアリング 
２．１ 企業訪問調査 
平成 21 年度工業統計 21)によると，三重県の産業

構造は，輸送用機械器具製造業，電子部品・デバイ 

 

＊ 電子・機械研究課 

ス・電子回路製造業，化学工業の順に製造出荷額が

高く，これら上位 3業種を合わせると全体の 50％を

超える． 

一般に，産産連携によるイノベーションの推進に

は，補完的に連携する企業が適度な時間距離に立地

していることが望ましいとされる．三重県のように

機械・電気・化学の学際バランスが良く，特定分野

に偏っていない地域は有利な地域であり，それらを

効果的にネットワークするには，県内の中小企業が

それぞれ得意とする技術を把握する必要がある． 

企業訪問は，エネルギーデバイス用の部材を生産

している中小企業を中心に行った．また数は少ない

が川下大企業からも意見を聴取した．訪問企業数の

当初目標は 20 社としたが，34 社の意見を集約する

ことができた．表 1に訪問企業業種別数を示す． 

 

表１ 訪問を実施したエネルギー関連企業数 

分野 訪問企業数 

機能性材料関連 １６ 

エネルギーデバイス関連 １０ 

次世代自動車関連 ８ 

 
２．２ 調査結果と考察 
 企業での生産量変化については，一年前に比べ増

加 13 社，横ばい 10 社，減少 11 社となった．平成

20 年度後半からのいわゆるリーマンショックによ

り，昨年の景気動向が低調であったことも影響して

か，売り上げは増加している企業が多かったものの，

全体としては，まだ回復途上であることがわかる． 

その中で，有機原料，機能性樹脂，黒鉛，セラミ





３．４ 新エネルギー分野の技術支援 
前述の共同研究 2社以外に，県内 2事業所に対し

て，当所の技術支援規定に則り，下記 2 課題を支援

した．なお，事業所名は公開していない． 

(1) セパレータの評価 

(2) プラグインハイブリッド車や燃料電池車用電

極の最適仕様と電池特性評価ついて 

これらのうち 1 課題については，三重県水素・燃

料電池補助金にかかる技術支援案件であり，またも

う１課題については，前述の企業訪問時の議論の中

から進展した技術支援案件である． 

 

４． 次世代自動車技術への対応 
４．１ ハイブリッド自動車部品分解展示 
 電気自動車（EV）やハイブリッド自動車（HV）

などの次世代自動車は，二酸化炭素の排出量削減や

化石燃料の節約という面のみならず，産業振興面か

らも注目が高い．これは，県内最大産業である自動

車産業では，エンジン，冷却系部品，排気系部品，

燃料タンクなど，電気自動車が必要としなくなる部

品を生産している企業が少なくないからである．産

業振興面からは，それら企業の技術力・資源を有効

に活用しながら，次世代自動車にどのように対応し

ていくか，あるいは他の新エネルギー分野への展開

について可能性を検討する必要がある． 
三重県では，地域独自の産業展示会として平成 22

年 11月 5～6日に四日市ドームにおいて「リーディ

ング産業展みえ 2010」を開催した．その際，実行委

員会企画展示「ハイブリッド自動車部品分解展示」

を実施し，工業研究所ではその準備・展示を担当し

た．展示物は，表 2に示すものである． 

 

表２ ハイブリッド車分解展示 

展示車種 ホンダ・インサイト(ZE2) 

トヨタ・プリウス(ZVW30) 

展示部品 

(両社車種共) 

エンジン，駆動系部品， 

バッテリー，高圧ケーブル， 
制御系電子部品 

 
展示ブースでは，2 日間来場者が途切れることな

く，本分野への関心の高さがうかがえた．また，展

示会終了後は，引き続き工業研究所にて，図 3 に示

すように展示を行い，3 月末までに 20機関 92名の
見学者の受け入れと，3件のイベントに出展した． 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
図３ 工業研究所での再展示の様子 

 

４．２ 電気自動車への対応 
 図 4の軽トラックは，県農水商工部が株式会社モ
ビリティランド鈴鹿サーキットに委託して開催した

「次世代自動車講座」の教材用として作られたコン

バージョン EV（ガソリン車を改造した電気自動車）

である．講座終了後，工業研究所にて，技術支援用

教材として一般展示に供している． 

このコンバート EV は，エンジンなどの多くの部

品を取り外して，バッテリー等を搭載する改造を行

ったものであるが，この改造で車重が約 130kg増加
した．これは，主にバッテリーの重量増に拠る． 

一般的に，リチウムイオン二次電池のエネルギー

密度は約 100Wh/kg，ガソリンのエネルギー密度は

約 13,000Wh/kgである．ガソリンの運動変換効率を
約 25％としても，まだ 30倍以上の開きがあること

が知られている．即ち，現在の蓄電池技術（本 EV

では，鉛バッテリーを使用）では，自動車にとって

バッテリーの重量は，まだまだ大きく重いものであ

ることを示している． 

これらのことから，次世代自動車の大きな課題は

蓄電池とそれをカバーするための軽量化技術が課題

となっていることが判る． 

５． 結論 

図４ コンバートEV 



本事業では，企業訪問，共同研究，次世代自動車

への対応をとおして，エネルギー分野の技術支援の

方向性を探った．本事業で得られた成果は，今後の

新エネルギー分野の研究開発を推進する上での基礎

資料として活用いたしたい． 
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